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1) 川本芳 (2004)遺伝子からみた生物多様性.第 3
回地球研フォーラム:もし生き物が減っていくと
-生物多様性をどう考える-(2004年7凡 京都).
系統発生分野
茂原信生,相見満,高井正成,本郷一美
<研究概要>
A)霊長類の性選択
相見蒲
オナガザル類では犬歯の性的二型が顛著であると
いわれてきた.しかし,シロクロコロブス類では雌の
,犬歯が必ずしも小さいわけではない.これまで,霊長
類の犬歯をめぐる性選択に関する議論は,｢疏著な性的
二型を示すのか,それとも雌雄同型か｣という二者択
一に分けておこなわれてきた.このような二者択一の
議論をシロクロコロブス類に当て時めることができな
いようだ.これまでの議論では不十分であり,性選択
に関する議論の再検討をはかっている.
B)霊長類の周目性起汝の検討
相見満
霊長類の共通祖先は夜行性であったというのが現
在,一般的な説である.しかし,晴乳類の共通の祖先
は昼も夜も活動するといわれるようになってきた.そ
こで,霊長類について検討した.その結果,壷長頬も
かつては昼も夜も活動する,すなわち,周目性だった
との仮説を提出した.マダガスカルにすむ原猿類キツ
ネザルの現地調査をおこない,この仮説の検証につと
めている.
q スンダランドの霊長類の変遷
相見満
現在のマレー 半島,スマトラ,ボルネオ,ジャワ
はかつて,つながっていて,スンダランドと呼ばれる
一続きの陸地をなしていた.この地域は動物の種類が
豊富で,コノハザルやシアマンなど特有のものがいる.
これらの特有な種の分布を調査し,ゆくゆくはこの地
域の動物相全体の変遷を明らかにしたい.
D)東アジアの第三紀前半の化石霊長類の進化に関す
る研究
茂原信生,高井正成,鍔本武久 (学振特別研
究員)
ミャンマー国中央西部のボンダウン地域に広がる
中期始新世未の地層を対象にして,.霊長類化石の発掘
を目的とした調査をおこなっている.同地域から見つ
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